
１．研究目的と背景

　本稿では、同一地域における保育所と放課後児

童クラブ（以下、学童、学童クラブ）における遊

びのつながりに関して実態と課題を明らかにする

ことを目的とする。保育所卒園後の子どもの生活

や遊びの連続性、継続性の重要性から、保育所保

育と学童のつながりを円滑かつ効果的なものにす

る示唆を得ることを目指す。

　乳幼児期の子どもにとって、遊びは身体的、精

神的な発達のために重要なものである。保育所保

育指針では、「生活や遊びの中で、自分の身近な

人の存在に気付き、親しみの気持ちを表す。」、「生

活や遊びの中で様々なものに触れ、音、形、色、

手触りなどに気付き、感覚の働きを豊かにする。」

というように遊びのなかで様々なことを学ぶこと

が期待されている（厚生労働省2017）。平成30年

施行の保育所保育指針では、保育所にも幼児教育

の一翼を担うことが求められているが、幼児教育

の充実のためにも遊びの充実が必要になることが

指摘されている。

　一方、学童においても、子どもにとって遊びは

重要な役割をもっている。学童での育成支援にお

いては、「子どもが安心して過ごせる生活の場と

してふさわしい環境を整え、安全面に配慮しなが

ら子どもが自ら危険を回避できるようにしていく

とともに、子どもの発達段階に応じた主体的な遊

びや生活が可能となるように、自主性、社会性及

び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等によ

り、子どもの健全な育成を図ることを目的とす

る。」というように、遊びを通じて子どもの自主

性や生活習慣の育成を目指すことが目的として設

定されている。また、本目的を達成するため、運

営指針は「児童期の遊びと発達」、「遊びと生活に

おける関わりへの配慮」のように、遊びを中心と

した構成になっている（厚生労働省2014）。

　子どもにとっての遊びは乳幼児期、学童期とも

に重要なものであるが、乳幼児期と学童期の遊び

の接続やつながりもまた重要なものである。乳幼

児保育の側からは、保育所保育指針改定の議論の

なかで「卒園後に放課後児童クラブを利用する子

どもが、保育所における生活や育ちとの連続が確

保された環境で活動ができるよう、保育所と放課

後児童クラブとの間で情報交換の機会を設けるな

ど、地域の実情に応じた取組を行うことも望まれ

る。」と指摘されている（厚生労働省2016）。また、

学童保育の側からは、「新１年生については、子

どもの発達と生活の連続性を保障するために、保

育所、幼稚園等と子どもの状況について情報交換

や情報共有を行う。」と指摘されている（厚生労

働省2014）。

　このように、子どもの発達は乳児期から幼児期

の遊びや生活を経て学童期へと連続しており、こ

うした連続性のなかで積み重ねられてきた子ども

の様々な側面の発達や育ちが小学校以降の生活や

学びの基盤となっていく。ゆえに、遊びの継続性

や連続性というつながりは子どもにとって重要な

のである。

　しかし、保育所の遊びと学童の遊びに関するそ

れぞれの研究は数多くあるが、遊びのつながりに

関する先行研究は必ずしも十分ではなかった。と

りわけ、学童における遊びの研究は、学童での遊

びのあり方に関する研究（代田2010、代田2011）、

学童施設内外の物理的な空間に関する研究（赤星

他2011、山田・渡邊2011、中川・山田2015）、支

援員と遊びの関係に関する研究（林2013、上村他

2013）のように、学童内における遊びに焦点をあ

てたものであり、保育所との遊びのつながりを検

討したものはなかった。

　以上から、保育所と学童の遊びのつながりや乳

幼児期の遊びと児童期の遊びの円滑な移行のあり

方を検討することが重要な課題として設定でき

る。保育所から学童への子どもの生活や育ちの連

続性を保障するためには、遊びのつながりを考え

ることと不可分だからである。

　もちろん、保育所の遊びと学童の遊びのつなが

りを検討するという課題を解題するためには制度

保育所と放課後児童クラブの遊びのつながりに関する予備的研究
－ 自由記述の計量的な分析を通じて －
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的、実践的な観点のみならず、理論的、実証的な

分析が必要となる広範囲かつ複合的な研究が必要

になる。しかし、これらすべてを本稿で扱うこと

は現実的ではない。そこで、本稿では保育所と学

童の遊びのつながりに関する予備的な研究を行

う。

　具体的には、第一ステップとして、保育所と学

童での遊びや遊びに対する考えの実態や課題を明

らかにする。また、保育所と学童の遊びのつなが

りを検討することからすれば、同一地域内の保育

所と学童の関係が重要である。保育所卒園後に利

用する学童は同一地域内であることが大半である

ため、同一地域内の保育所の遊びと学童の遊びに

ついて検討することで、本稿の目的を達成できる

からである。

　以上から本稿では、保育所と学童の遊びのつな

がりについて、同一地域内の保育所と学童での遊

びに関する実態と課題を明らかにすることを目的

とする。

２．研究方法

（１）調査概要

　調査対象として、ある地域内の公立保育所と学

童クラブを用いた。保育所と学童クラブを管轄す

る県担当者と相談のうえ、保育所10施設（保育士

138名）、学童クラブ36施設（支援員198名）に質

問紙を配布した。このうち、保育所９施設（保育

士68名）、学童クラブ８施設（42名）より回収した。

回収率は保育所90%（保育士49%）、学童クラブ22%

（支援員21%）であった。

　調査期間は３月10日から４月10日とし、期間内

に返信があったもののみ分析に用いた。

　調査内容については、性別、雇用形態、経験年

数など基本的な属性を問う項目（フェイスシート）

と、遊びに関して選択式で回答する項目と自由記

述する項目とした。質問項目の設定においては、

県担当者の意見を取り入れた。選択式では自由保

育の時間や内容に関する質問、自由記述では遊び

に関する質問をした。自由記述では、保育所内や

学童内での電子ゲーム（アプリによるゲームも含

む）の利用状況、子どもに人気がある（よくやっ

ている）遊び、遊びを充実させるための環境構成

などを質問した。

　本研究では研究目的と関係のある、「保育所（学

童）内で子どもに人気のある遊びは何ですか」、「保

育士（支援員）として、遊びを充実させるために

気を付けていることは何ですか」、「保育士（支援

員）として、子どもの遊びに関わるさいに気を付

けていることは何ですか」、「保育士（支援員）と

して、異年齢での遊びについて気を付けているこ

とは何ですか」の４つの質問（自由記述）に対す

る回答を分析に用いた。

　なお、誤字脱字のような明らかな記述の間違い

は執筆者の判断で修正した。また、子どもの名前

や個人情報に関わる固有名詞が明記されていた記

述は分析から除外した。

（２）分析方法

　各質問について、次のように分析を行った。ま

ず、「保育所（学童クラブ）内で子どもに人気の

ある遊びは何ですか」について、保育所では性別、

月齢別（０歳から５歳）、室内外別に単純集計を

行った。学童では性別、学年別（低学年、中学

年、高学年）、室内外別に単純集計を行った。こ

のように整理したのは、子どもの遊びは性別や年

齢、場所によって異なるからである。なお、保育

所、学童のいずれも後述するKH Coderを用いて集

計し、抽出語、出現数として整理した。

　次に、「保育士（支援員）として、遊びを充実

させるために気を付けていることは何ですか」、

「保育士（支援員）として、子どもの遊びに関わ

るさいに気を付けていることは何ですか」、「保

育士（支援員）として、異年齢での遊びについ

て気を付けていることは何ですか」について、

まずKH Coder(2.x)を用いて共起ネットワーク

を抽出し、次にIBM SPSS Text Analytics for 

Surveys(4.0.1)を用いてカテゴリ化を行った。

　KH Coderを用いたのは、テキストデータを単語

や句に分節し、出現数や単語間の相関関係を抽出

することができるからである。自由記述の分析で

はKJ法が採用されることが多いが、分類の過程や

分析枠組みの設定のさいに研究者の主観や仮説に

影響を受けやすいという問題があった。KH Coder

では、共起ネットワークなどを抽出するさいに出

現数やJaccard係数の閾値を設定するが、これら

を除けば自動的に抽出が可能となる。また、共起

ネットワークはテキスト内で出現パターンが類似

している（共起している）単語やその関係を明ら

かにすることができる。共起ネットワークは、出

現数が多い単語ほど大きな円となり、共起する単
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語は線で結ばれ、その度合いが強いものほど太い

線で描かれる。共起ネットワークから、保育所や

学童で共通に語られる内容が整理でき、両者の比

較が容易になる。なお、本稿では出現数は３以上、

Jaccard係数の閾値は0.3に設定した。

　共起ネットワークの抽出に続いて、IBM SPSS 

Text Analytics for Surveys(4.0.1)を用いてカ

テゴリ化を行った。まず、分析対象となるすべて

の記述をソフトに取り込み、カテゴリ化を行った。

カテゴリ化においてはすべての抽出結果に対して

言語学的手法で名詞のみを抽出した。研究目的か

らすれば、「なる」、「思う」のような単語を抽出

する必要性は必ずしも大きくないことから、感性

分析ではなく言語学的手法を採用した。一方で、

名詞を選択したのは、名詞は話題やテーマを表現

し、回答者が語る内容を明らかにすることができ

るからである。なお、本稿では最大検索距離は３

に設定した。

（３）倫理的配慮

　調査対象となる保育所と学童クラブに質問紙を

郵送したさい、調査に関する説明文を添付した。

説明文では、調査目的と概要、回答は学術研究の

目的でのみ使用されること、自由意志および無記

名によること、回答のデータ入力後は質問紙を適

切に破棄することなどが記されており、同意でき

る場合に限って回答し返送することにした。

　本研究では、返送された質問紙について同意が

あるとし分析に用いた。

３．結果と考察

（１）「保育所（学童クラブ）内で子どもに人気の

ある遊びは何ですか」

　まず、保育所と学童それぞれの単純集計結果を

確認する。

表1.1　「保育所内で子どもに人気のある遊びは何ですか」（男子）の結果
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表1.2　「保育所内で子どもに人気のある遊びは何ですか」（女子）の結果

表2.1　「学童クラブ内で子どもに人気のある遊びは何ですか」（男子）の結果
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　表１、表２は、KH Coderによって抽出された抽

出語と出現数を整理したものである。保育所の遊

びと学童の遊びのつながりという観点からは、表

1.1の５歳児と表2.1の低学年（男子の結果）、表1.2

の５歳児と表2.2の低学年（女子の結果）に着目

する。確かに、子どもの遊びは発達に伴って変化

し、断続的につながっていることからすれば、０

歳児の遊びから順次確認していくことも重要であ

る。しかし、保育所の遊びと学童の遊びが最も近

づくのは５歳児の遊びと低学年の遊びであること

から、ここでは表内の５歳児の遊びと低学年の遊

びに着目する。

　男子の場合は、保育所の室外遊びではドッジ

ボールが最も人気があり、次に鬼ごっこ、サッカー

と続いている。一方、学童の室外遊びではサッカー

が最も人気があり、次にドッジボール、砂遊びと

なっている。表1.1から、ドッジボールは４歳か

ら経験し始め、鬼ごっこは２歳から経験している

ことがわかる。表2.1から、ドッジボールとサッ

カーは学童保育ではどの学年でも人気がある。ま

た、保育所の室内遊びではブロック遊びが最も人

気があり、トランプ、集団遊びと続いている。一

方、学童の室内遊びでは、ブロック、ボードゲー

ム、コマとなっている。表1.1から、ブロック遊

びは１歳から経験し、２歳以降は常に最も人気が

ある遊びとなっている。表2.1を見ると、ブロッ

ク遊びは学童保育でも学年を問わず人気がある。

　女子の場合は、保育所の室外遊びでは男子と同

様にドッジボールが最も人気があり、次に鬼ごっ

こ、氷鬼と続いている。一方、学童の室外遊びで

は縄跳びが最も人気があり、次に一輪車、ドッジ

ボールとなっている。表1.2から、ドッジボール

は４歳から経験し始め、鬼ごっこは３歳から経験

していることがわかる。男子の場合と同様に、ドッ

ジボールは学童保育ではどの学年でも人気があ

る。また、保育所の室内遊びでは男子とは異なり

お絵かきが最も人気があり、折り紙、トランプと

続いている。一方、学童の室内遊びでは、お絵かき、

折り紙、塗り絵となっている。表1.2から、女子

に人気のあるお絵かき遊びは３歳から経験し、４

歳から最も人気がある遊びとなっている。また、

表2.2を見ると、お絵かきは学童保育でも学年を

問わず人気があるが、高学年になるとピアノや漫

画に取って代わられるようになる。

　以上から、男女ともに５歳児に人気の遊びと小

学校低学年に人気の遊びはかなり共通しているこ

とがわかる。保育所での遊びの経験が学童での遊

びにつながることからすれば、保育所で５歳児後

表2.2　「学童クラブ内で子どもに人気のある遊びは何ですか」（女子）の結果
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半までに学童でも共通して行われる遊びを経験し

ておくことが重要である。保育所とは異なり地域

内の広範囲から子どもが集まる学童において、子

どもは新たな人間関係を構築する必要がある。そ

のさいに重要な役割を果たすのが遊びである。遊

び方やルールを知っていることで遊びを容易に

し、それが新たな人間関係構築のきっかけとなる

のである。ドッジボールやサッカー、お絵かきな

どの遊びを保育所で十分に経験をしておくこと

で、学童での遊びと円滑につながることが可能と

なるであろう。

（２）「保育士（支援員）として、遊びを充実させ

るために気を付けていることは何ですか」

　ここからは、KH Coderによる共起ネットワーク

とカテゴリ化によって得たカテゴリの結果を確認

する。

　まず、図１はKH Coderによって抽出した共起

ネットワークである。

　図1.1から、保育所における遊びの充実のキー

ワードは「子ども」、「コーナー（保育）」であ

ることがわかる。自由記述には、「ままごとコー

ナー」、「おもちゃのコーナー」、「絵本コーナー」

や「保育室内ではコーナーごとに使うものをまと

め、整理している。」などコーナー保育を表す言

葉が多数出現していた。

　また、「安全」や「危険」という事故防止に関

する視点も、遊びを充実させるために必要である

と考えていることがわかる。事故防止に関して

は、「子どもたちが安全に安心して過ごせるよう

に、危険なものを置かない。」「安全に配慮したコー

ナーを用意する。」という記述があった。

　とくに、「子ども」が中心的な言葉となってい

ることは特徴的である。図1.2（学童の結果）で

は、「子ども」という言葉は出現しているが中心

的な位置を占めてはいないことから、保育所にお

ける「子ども」の重要さがあらためて明確になっ

ている。自由記述には、「子どもの発達の理解を

し、今の子どもたちの様子や興味・関心を見た上

で、道具選びをしていく。」、「子どもたちが遊び

たくなる環境設定を工夫している。」とあった。

　図1.2から、学童での遊びの充実は「外」、「ボー

ル」が重要であることがわかる。学童での子ども

に人気のある遊びを整理した表２の結果でも、人

気の遊びはドッジボールやサッカーというボール

を使う遊びであったことから、学童における遊び

の充実には外で体を使う遊びが重要になっている

ことがわかる。図1.2からも、「公園」、「校庭」、「庭」

など室外活動を表すことが多く登場していること

がわかる。自由記述には、「近くの公園、広場に

出かけて、ドッジボールやサッカーをするように

しています。」、「遊びを充実するためには庭が狭

いので、校庭を借りてドッジボールやバドミント

ンをすることが多いです。」というように、ボー

ルを使った遊びや室外遊びに関する記述がみられ

た。

　次に、カテゴリ化によって得たカテゴリを確認

していく（表３）。

表３　�「保育士として、遊びを充実させるために気を付け
ていることは何ですか」のカテゴリ化の結果

保育所（136）
子ども（44）、コーナー（36）、遊び（24）、
設定（22）、おもちゃ（16）、園庭（16）、
他クラス（16）

学童（84）
遊び（24）、道具（20）、子ども（20）、砂場（20）、
外（18）、ボール（15）、ドッジボール（15）

図１．１�「保育士として、遊びを充実させるために気を付け
ていることは何ですか」の回答に対する共起ネット
ワーク（媒介中心性）

図１．２�「支援員として、遊びを充実させるために気を付け
ていることは何ですか」の回答に対する共起ネット
ワーク（媒介中心性）
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　表３からも、共起ネットワークと整合する結果

がわかる。保育所では、「子ども」、「コーナー」、「設

定」が重要になっている。共起ネットワークで確

認したように、保育所において遊びを充実させる

ためには、子どもの立場や視点、コーナー保育の

ように遊ぶ主体と遊び方が重要視されているので

ある。しかし、学童では、「道具」、「砂場」、「外」、

「ボール」のように、遊ぶ場所や物が重要になっ

ている。

　保育所と学童が有機的につながるためには、保

育士と支援員が単に会議や情報共有するだけでは

なく、相互の支援の仕方、考え方、視点を共通理

解することが重要である。保育士は遊ぶ主体であ

る子どもや遊び方に視点を置き、支援員は遊ぶ場

所や物に視点を置いているということをふまえた

話し合いや遊びのつながりを考える必要があると

思われる。

（３）「保育士（支援員）として、子どもの遊びに

関わるさいに気を付けていることは何ですか」

　ここでも、（２）と同様にKH Coderによる共起

ネットワークとカテゴリ化によって得たカテゴリ

の結果を確認していく。

　まず、図２はKH Coderによって抽出した共起

ネットワークである。

　図2.1から、保育所での子どもとの関わりで気

を付けていることは、「子ども（同士）」、「一緒」、

「見守る」、「入る」、「楽しむ」ことが中心である

ことがわかる。保育の基本的な原理である子ども

（同士）の遊びや見守る、遊びを楽しむという言

葉が中心をなしている。自由記述では、「楽しめ

るように、遊びに誘ったり、遊びを提供する。」、

「保育士も一緒になって楽しむ。」、「まずは子ども

を主に考え、子ども自身がどのように遊びたいの

か見守った後、声をかけたりしている。」、「子ど

も同士の関わりを見守り、必要に応じて子どもの

中に入るようにしています。」のような記述があっ

た。

　一方で、図2.2から、学童における子どもとの

関わりで気を付けていることは、「子供」、「一緒」、

「見守る」、「入る」、「指導」であることがわかる。

多くの言葉が保育所の分析結果と共通している

が、「指導」という言葉は学童保育に特徴的である。

また、保育所では出現していた「楽しむ」という

言葉は学童では中心的なものではなかった。学童

においても遊びを楽しむということは実際になさ

れていることだが、質問紙による問いかけでは中

心的な言葉として出現していないことは特徴的で

あろう。実際の自由記述では、「基本的に、子ど

もが楽しく、仲よく遊べるように見守っていま

す。」、「子どもに誘われた時は一緒に遊ぶ。」、「初

めてやる遊びは指導して教える。」という記述が

あった。

　保育士や支援員が子どもの遊びに関わるさいに

重視していることは共通点が多かった。しかし、

保育では「楽しむ」、学童では「指導」という言

葉の有無は、それぞれの遊びの関わり方の違いを

示唆しているように思われる。保育では遊びの指

導というよりは支援、援助という表現を使うこと

が多いであろう。保育所では、子どもが遊びを楽

しみ、様々なことを学んでいくことが重要だから

である。しかし、児童期の遊びでは子どもの発達

図２．１�「保育士として、子どもの遊びに関わるさいに気を
付けていることは何ですか」の回答に対する共起
ネットワーク（媒介中心性）

図２．２�「支援員として、子どもの遊びに関わるさいに気を
付けていることは何ですか」の回答に対する共起
ネットワーク（媒介中心性）
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の観点からも遊びを楽しむだけではなく、勝敗が

重要である場面も多くなる。その過程で勝負に勝

つための指導が必要なこともある。こうした違い

をふまえて、保育所と学童の遊びをつなげていく

ことが求められるであろう。

　また、抽出したカテゴリを確認すると、共起ネッ

トワークで確認したように保育所と学童で共通点

が多い（表４）。

　保育所と学童で子どもとの遊びの関わり方が大

きく異なるというのは、子どもにとっては必ずし

も好ましいものではないであろう。保育所では保

育士が見守り、子どもの自由な発想で遊んでいた

のにもかかわらず、学童では支援員がいつも主導

していくというのでは、遊び方が大きく異なり、

子どもの対応も難しくなる。このように考えれば、

保育所と学童では共通点が多いという結果は遊び

のつながりという点からすれば好ましいものであ

ろう。

（４）「保育士（支援員）として、異年齢での遊び

について気を付けていることは何ですか」

　これまでと同様に、KH Coderによる共起ネット

ワークとカテゴリ化によって得たカテゴリの結果

を確認していく。

　まず、図３はKH Coderによって抽出した共起

ネットワークである。

　図3.1から、「遊ぶ」、「自然」、「クラス」、「交流」、

「年齢」が中心的な言葉であることがわかる。保

育所はクラス単位で運営されることが多いため、

クラス間の交流として異年齢での遊びを設定して

いることがわかる。また、異年齢の子どもが自然

に遊びをともにできるようにしていることもわか

る。自由記述では、「園庭やクラス間交流をする。

園庭でテーマを決め、全園児で楽しむようにして

いる。」、「クラス同士で交流し合う中で、ふれあ

い遊びや好きな遊びを一緒に楽しめるように、ま

た給食交流など生活を通しての自然な交流ができ

るようにしている。」、「意図的に交流の場を設け

たり、同じ場で遊べるようにする中で自然と遊び

に加わることができるようにしている。」、「異年

齢で遊ぶ日を作ることもあるけれど、自由遊びの

中で関わり合いができるように、遊ぶ内容も工夫

している。」とあった。

　一方、図3.2から、学童では「学年」、「子」、「遊

ぶ」、「高学年」が中心的な言葉であることがわ

かる。また、保育所と比較すると、「ドッジボー

ル」、「キックベース」、「折り紙」など具体的な遊

びが出現していることがわかる。高学年が異年齢

の遊びを実現させる重要な存在であることやドッ

ジボールなど具体的な遊びを通じて異年齢での遊

びを実現させていることがわかる。自由記述にあ

る、「高学年の子が誘うことで、低学年の子が遊

びの中に入れるようにしています。」、「高学年の

表４　�「保育士（支援員）として、子どもの遊びに関わる
さいに気を付けていることは何ですか」のカテゴリ
化の結果

保育所（136）
一緒（72）、遊び（58）、子ども（58）、見
守る（48）、関わる（38）、入る（32）、保
育士（26）、子ども同士（26）

学童（84）
子ども（40）、遊び（36）、一緒（34）、指
導員（20）、入る（16）、ケガ（15）、見守
る（12）

図３．１�「保育士として、異年齢での遊びについて気を付け
ていることは何ですか」の回答に対する共起ネット
ワーク（媒介中心性）

図３．２�「支援員として、異年齢での遊びについて気を付け
ていることは何ですか」の回答に対する共起ネット
ワーク（媒介中心性）
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子が遊びのリーダーとなり、低学年の子たちも楽

しそうに遊べるようになっていると思います。」、

「ドッジボール等は高学年の男子がコートを書い

てくれたり、組分けをしてくれたり上手にしてく

れますから、他の子も入りやすいと思います。」、

「ドッジボールとかキックベースなどを取り入れ

ている。外での遊びの中では高学年の子が、下の

学年も入れて遊んでくれるから。」、「ボール遊び

は特に高学年も低学年と遊びやすいから多くやっ

ている。」、「ドッジボール、サッカー、キックベー

スをやるようにしている。自然に高中低学年が集

まり遊ぶようになる。」という記述からも、学童

保育では高学年が異年齢の遊びを実現する存在と

なっていることやドッジボールなど異年齢でも遊

べる遊びを用意することで異年齢の子どもの交流

を実現していることがわかる。

　また、抽出したカテゴリを確認すると、共起ネッ

トワークの内容と整合していることがわかる（表

５）。保育所では、「交流」、「自然」、「一緒」とい

うような共起ネットワークでも中心であった言葉

がカテゴリとして抽出された。また、共起ネット

でも出現していたが、「意図」というカテゴリが

得られた。自由記述では、「ままごとやブロック

など、一緒に遊びやすいものを意図的に用意する

ことがあります。」、「意図して、小さいクラスに

お手伝いなど異年齢の子とかかわる機会をもちま

す。」、「意図的に月に一度、一緒に遊ぶ機会を設

けたり一緒に誕生会をするなどして顔を合わせる

機会を作っている。」とあった。保育所での異年

齢での遊びは、自然とそうなるようにする側面と、

保育士が意図的にそうなるように設定するという

側面があることがわかる。

　一方、学童のカテゴリも共起ネットワークで中

心的な言葉になっていたものであった。「子ども」、

「学年」、「遊び」、「ドッジボール」、「高学年」で

ある。遊びを主導していく高学年の存在や多くの

学年の子どもが参加できるドッジボールのような

遊びが、学童で異年齢の遊びを実現するうえで重

要であることがわかる。

　異年齢の遊びについては、保育所ではクラス間

の交流や給食のような日々の生活のなかで自然に

行われることが重視されている。また、一方で保

育士が意図的にそのような遊びを用意することも

ある。保育所の子どもの発達を鑑みれば、異年齢

の遊びを自然に発生するに任せるだけでは難しい

ことからと思われる。一方、学童では支援員が意

図的に異年齢の遊びを用意するのではなく、高学

年の存在が重要である。遊びにおいて、高学年が

低学年や中学年の子どもを誘ったり、一緒にでき

る遊びをすることが学童における異年齢の遊びの

特徴である。また、ドッジボールやサッカーのよ

うな、あらゆる学年の子どもが参加できる遊びを

することが異年齢の遊びになっている。

　表１、２から、保育所でも学童でもドッジボー

ルは人気のある遊びであった。学童ではドッジ

ボールやサッカーなどの遊びを異年齢が交流する

遊びとして活用しているため、保育所でこうした

遊びに慣れておくことで学童での異年齢の遊び

に円滑につながる可能性が高くなると思われる。

ドッジボールやサッカーを保育所での遊びと学童

での遊びをつなぐきっかけとなる遊びという見方

が重要になるであろう。

　子どもの発達や育ちの観点からすれば、異年齢

の遊びは重要である。年長や高学年の子どもに

とっては、他者に遊びを教えるということで自己

肯定感や自尊感情を育むきっかけになる。一方で、

遊びを教わる年少や年中、低学年の子どもにとっ

ては他者との交流のなかで学ぶこと、理解するこ

とを体験するきっかけとなる。あるいは、子ども

同士が交流するなかでは、年長や高学年の子ども

が年少や年中、低学年の子どもから学ぶこともあ

る。したがって、保育所と学童での異年齢の遊び

や遊び方がつながることは、子どもにとって重要

なのである。

４．まとめと今後の課題

　本稿の目的は、保育所と学童における遊びのつ

ながりに関して実態と課題を明らかにすることで

あった。分析結果をふまえると、次の３つのこと

が重要な点として挙げられる。

　まず、ドッジボールやサッカーのような具体的

な遊びの重要さである。遊びの連続性ということ

表５　�「保育士（支援員）として、異年齢での遊びについ
て気を付けていることは何ですか」のカテゴリ化の
結果

保育所（136）
異年齢（52）、交流（48）、自然（44）、一緒（40）、
遊ぶ（38）、機会（36）、意図（34）、関わり（28）

学童（84）
子ども（42）、多い（30）、学年（28）、遊び（28）、
ドッジボール（22）、高学年（22）、低学年
（18）、入れる（14）、一緒（14）
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からすれば、保育所の遊びが学童の遊びにつなが

ることが重要である。また、学童は保育所と比べ

ると広範囲の地域から子どもが集まる。そこで子

どもが新しい人間関係を構築するさい、遊びが重

要な要素となる。遊びを共有できるかどうかが重

要になる。保育所ではドッジボールやサッカーは

早い段階から経験するため、子どもが遊びに慣れ

習熟することが可能となるのみならず、学童でも

行われているため遊びの共有がしやすい。すなわ

ち、遊びの連続性が保障できるものである。この

ように、ドッジボールやサッカーのような遊びは

子どもの健康や社会性の育成に重要であることは

言うまでもないが、保育所と学童の遊びのつなが

りという点からも再評価すべきであろう。

　次に、保育士と支援員の遊びに対する考え方や

進め方について相互に学びあうことの重要さであ

る。分析結果から、保育所と学童では共通する遊

びも多く、遊びのつながりが保障されやすい状態

であることがわかった。しかし、それぞれに対す

る考え方には違いがあった。保育所では、楽しさ

を優先する一方、学童では指導的な介入がある場

合もある。子どもが児童期になると、遊びを楽し

みだけではなく、勝負事としてとらえ勝ち負けを

重視することもある。そのなかで、支援員が勝つ

ための戦略や方法を指導する場面もあるであろ

う。保育士の立場からすると、こうした対応は時

に理解が難しいこともあると思われる。

　それゆえ、遊びに対する考え方や進め方の違い

は、保育所と学童の遊びのつながりを考えるうえ

で重要な点になる。保育所と小学校の連携と比べ

ると、保育所と学童の連携は十分ではなかった。

また、会議や打ち合わせをして、互いの状況を情

報交換することで終わってしまうことも多いよう

である。そうではなく、保育所と学童での生活や

遊びの連続性を保障するためにも、保育士と支援

員が遊びについて相互に話し合う、学び会う機会

を設けることが求められる。

　最後に、子どもの発達の連続性をふまえた遊び

のつながりを考えることの重要さである。遊びの

つながりを考えるさいには、子どもの発達の連続

性が重要になる。しかし、本稿で行った分析から

は子どもの発達に関する見解はあまり得られな

かった。とくに、学童においては、「保育士（支

援員）として、遊びを充実させるために気を付け

ていることは何ですか」、「保育士（支援員）とし

て、子どもの遊びに関わるさいに気を付けている

ことは何ですか」、「保育士（支援員）として、異

年齢での遊びについて気を付けていることは何で

すか」について、子どもの発達に関する記述はほ

ぼ見られなかった。

　しかし、学童においても子どもの発達は重要で

ある。『放課後児童クラブ運営指針』の第２章では、

「第２章　事業の対象となる子どもの発達」とあ

る。ここでは、「１．子どもの発達と児童期」、「２．

児童期の発達の特徴」、「３．児童期の発達過程と

発達領域」、「４．児童期の遊びと発達」、「５．子

どもの発達過程を踏まえた育成支援における配慮

事項」が項目として挙げられている。発達に関す

る記述があまりなかったが、４にあるように、児

童期の遊びを考えるさいには子どもの発達を考慮

する必要があるのである。また、児童期の発達を

理解するためにも、乳幼児期の子どもの発達に関

する知見も必要である。低学年の子どものなかに

は、発達の個人差から、年長や年中の発達段階に

ある者もいる。こうした場合、子どもの発達段階

に応じた育成支援が必要になるためである。保育

所と学童の遊びのつながりを十分にするために

も、保育士は児童期の、支援員は乳幼児期の子ど

もの発達に関する知見を学ぶ必要がある。

　本稿では、同一地域内の保育所と学童クラブを

調査対象として選定したが、保育所も学童も地域

によって多様である。首都圏のような都会と地方

では保育所や学童を取り巻く人的物的環境が異な

るため、それぞれの遊びも異なる可能性がある。

したがって、本稿の結果を一般化するためには、

より広範囲な研究が必要となる。また、本稿は予

備的研究という位置づけであったため、本稿の結

果をふまえて質問項目の追加、修正をしたうえで

のさらなる研究が必要になる。これらは今後の課

題としたい。
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